
部活から見える日本文化論の研究

海外の（スポーツ）指導方法，課外スポーツの制度，アスリートの育成
制度などを知ることにより

日本の部活の独自性やその問題点が明らかになるだけでなく

日本の英語教育，個性教育，集団づくりなどの独自性やその問題点
も見えてきます。
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研究者から

一言

心理学は，実証科学の一つで，量的データも質的データも取り扱います。
人間と組織／社会との関係，文化による行動や意識の違い，そして消
費者行動などについて，丁寧なデータ分析をするのが得意です。
私自身は現在，部活に焦点をあてた研究に取り組んでおり，部活とい
う日本特有の組織形態における文化的背景や，その問題点の洗い出し
や解決方法の探究，そして指導やコーチングの日本文化論について，
海外でのフィールドワークをしながら追究しています。

日本におけるさまざまな組織・集団の効率性や非
効率性を明確にしたり，グローバル化に向けてど
のような対応が可能かについて考えています。
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人を対象にした調査，そして調査結果の読み取り方

ならお任せください。

適用できる製品・分野のイメージ

❑組織内の人間関係問題の解決

❑グローバル化教育

❑外国人観光客や外国人労働者，外国人家庭のニーズ分析

❑データに基づいた広報戦略

技術シーズについてのお問合せ、ご相談先
E-mail： renkei-as@yamanashi.ac.jp
Tel：055-220-8758 Fax：055-220-8757

(例)
消費者調査や顧客調査の

企画・設計・実施

量的・質的分析

国際化対応広報戦略 組織変革


